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論　　文　　の　　要　　旨

　この論文は高エネルギー物理学研究所（以下KEKと言う）で行われた「A粒子の偏極度及び生成

断面積の測定実験」のデータに基づいての解析結果の報告である。実験はKEKの12GeV陽子シンク

ロトロンによるビームを用いて行なわれた。A粒子生成用原子核ターゲットとしてヨ炭素ラベリリウ

ムラポリエチレン，銅及びタングステンを用いヨ5つの生成角（3．rラ5．0。ヨ6．5。，8．ぴ，および9．

引についてデータが収集された。収集されたデータの運動学的領域は，ファインマン変数

（X冒）ラAの横運動量（P。）を用いて0．2＜X。＜1．0，O．3＜P。く2．0GeV／cの領域にわたっている。

また炭素およびポリエチレンターゲットのデータから水素による断面積を導出した。

　この論文ではヨ第一章で実験の動機及びA粒子の測定実験についての理論的，実験的背景を述ベラ

第二章で実験の装置と手順について，第三章で解析の方法ヨ第四章で解析結果とそれに対する議論，

最後に第5章で本実験の結論が述べられている。

　実験装置として2組のプロポーショナルチェンバーと4組のドリフトチェンバーがラA崩壊（A→

pπ）による陽子及びπ中問子の飛跡検出に用いられた。運動量測定にはπ中問子に対して大口径電磁

石が、陽子に対しては小口径電磁石が用いられた。事象のトリガーにはラ5個のシンチレーション

カウンターが用いられ，またAの検出効率をあげるためにヨ2組のシンチレーターホドスコープが用
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いられた。このようにして検出されたA→pπの信号は速いエレクトロニクス系で収集され，データ

収集用ミニコンピューターによって磁気テ、プ上に記録された。磁気テープの解析ではラまずA→pπ

の事象について運動学的再構成が行なわれた。A粒子の生成断面積を求めるに当っては，1）A粒子

生成点についての選別，2）pガによって組まれた不変質量についての選別ラ3）γ→e＋e■事象の混入

に対する選別を行いヨさらにモンテカルロ法による検出効率の補正，核ターゲットによるビーム陽

子及び生成A粒子の吸収の補正等を考慮した。またアクティベイション法により。ビーム強度モニター

を較正しラ生成断面積の絶対値を求めた。

　以上の方法によって得られた生成断面積を解析することにより，以下に示す結果が得られた。

五）生成断面積のP。分布

　　本実験によって得られたデータのうち，H，C，Cuの断面積を（X。ヨP。）の区問に分け、それ

　を指数型（e｛PT）及びガウス型（e川aP手）で趾した結果ヨ指数型よりもガウス型が一般に艮くfitす

　ることがわかった。Hのデータから得られたbの値はX。によらず平均でb＝3．05±0．03であった。

　C，Cuに対して得られたbはX。に依存し、核の質量数が大きくなる程bの値が小さくなることが示

　された。

2）生成断面積のX。分布

　　水素によるデータのうちX。＞0．3の断面積に対してヨガウス型の関数形でP。二〇まで外挿した

　値を経験的関数形（1一五。）㎜でfitした結果m＝0．85±0．03を得た。この値は構成子交換模型の予

　言（m＝1）にほぼ一致している。

3）高エネルギーとの比較

　　水素に対する不変断面積をガウス型を仮定してP・について解析的に積分し。その値をヨーロッ

　パ素粒子研究所（CERN）の12GeVの結果と比較したところ良く一致した。これを米フェルミ研

　究所＜FNAL），CERN等のより高いエネルギーでの実験結果と比較すると，それらより小さく害

　このことから12GeV領域はスケーリング極限に達していないことが結論された。

4）生成断面積の核種依存性

　　原子核ターゲット（Be害C，Cu，W）による断面積のデータはA＝1を除きヨベき法則（σ～Aα）

　によって良くfitされるがA：1に外挿された断面積は水素のそれを再現せず，約2倍程大きいこと

　が観測された。この様な不一致はヨπ，Pうh1gh－P・粒子の生成については報告されていたがラA

　粒子に対しては今回始めて得られた。このようなずれは多重散乱モデルでも解決できないことが

　示された。核ターゲットに対する断面積をガウス型でP。＝0に外挿し、べき法則を適用して得ら’

　れたα（κ。。PF0）はFNALのそれと一致しラ構成クォーク模型によって説明しうるように思わ

　れる。

5）Trip1e　Regge解析について

　　水素によるデータをReggefitし，得られた結合定数G（t）及びRegge軌跡α。（t）を

　FNAL300GeV，CERN19GeV泡箱実験のそれと比較した。データはRegge　fitにより良く再現さ

　れ，得られた軌跡α。（t）はK＋，K糾によって決まる直線上にほぼ乗っておりFNALのそれとほぼ一
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致している。しかしCERNの結果とはα。（t）ラG（t）とも大きく異なっている。

審　　査　　の　　要　　旨

　陽子1原子核衝突によるA粒子生成の断面積の測定は，これまで。フェルミ研究所等数100GeVの

高いエネルギー領域で主として行われたがヨこの論文は，12GeVという中間エネノレギー領域におけ

る最初の系統的研究である。運動学的領域および核種に関し、広い範囲でデータが収集されラ注意

深い解析により，物理的に興味深い多くの結果を得た。断面積の質量数Aへの依存性のA＝亙での

anoma工yはA粒子生成では世界初の発見でありヨ特記すべきである。

　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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